
Ene-CATは省エネルギーセンターが開発した省エネ⽀援ツールです。エネルギー
データのIoT化が進む中、 Ene-CATは事業者のエネルギーデータを利⽤した省エネ
活動をサポートする仕様となっています。
Ene-CATは、まずエネルギーの⾒える化を⾏い、省エネ法で求められる管理標準

を基本とした設備・機器管理を⾏い、省エネ検討に利⽤できる省エネ計算機能をあ
わせることで、事業者の皆様が省エネ効果を把握できるような仕様になっている。
省エネルギーセンターは、Ene-CATを通して事業者がより積極的に省エネ活動を

サポートしていきます。
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３つのステップ

Ene-CATは利⽤者側からの省エネアプローチが中⼼になります。
BEMS/FEMSと連携してエネルギーデータをEne-CATに取り込みます。

約200種類のシートがあります
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Ene-CATファミリー

レコメンデーション機能

⼀般財団法⼈ 省エネルギーセンター
省エネソリューション部
03-5439-9735

サポート体制

エネルギーマネージメント

エネルギーデータの有効利⽤省エネ法（判断基準）に対応

Ene-CATは納⼊後のアフターサポートに対応します。
管理標準、省エネ項⽬の状況についてサポートします。

エネルギデータ（計測・計量ポイント）の有効利⽤イメージ図

Ene-CATレコメン機能には、要求⽔準の⾼いCOPへの対応、快適
性を担保した省エネなどがあります。

Ene-CATの最⼤の魅⼒である省エネ効果算出機能は、
省エネ法の判断基準に求められる省エネ項⽬に対応しています。

Ene-CAT導⼊時に、数多くの計測・計量ポイントの中から
省エネ試算に必要なエネルギーポイントの利活⽤を提案します。

Ene-CATはエネルギーマネージメントの国際規格ISO50001と
省エネ法のコンセプトを理念ともとに設計されています。

Ene-CATにはエネルギー⽬標を設定する機能、管理標準整備、レコ
メン機能などがあり、事業者の省エネ活動のご要望に対応しています。

Ene-CAT ６つの特徴



参考資料︓Ene-CAT導⼊効果

当病院では、これまで省エネ対策として、省エネ型Hf蛍光灯やトイ
レ照明の⼈感センサー化等、照明を中⼼に積極的に推進されてい
ます。⼜、エネルギー管理⾯でも、エネルギー使⽤量のグラフ化や原
単位管理が⾏われていますが、さらなる改善をめざして診断を希望
されました。診断の結果、蒸気ボイラの空気⽐適正化、空調・換気
設備の省エネ等についての提案をしました。

改善前
原油換算

155
kL/年

改善後
原油換算

68
kL/年

56.2%減
7,527千円/年削減


